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最初のブリンはいつも因子')， 
一『表現文化』発刊に寄せて一
「表現文化Jとし、う言葉は確実に市民権を得ているように思われる。大阪市立
大学文学部・文学研究科に「表現文化コースJ、「表現文化学専修Jが誕生した
当時、「比較文学Jr比較文化Jr表象文化jとしづ言葉が一般的で、「表現文化J
という言葉は馴染みの薄い印象があった。しかしながら、最近は表現文化を冠し
た学科名あるいはコース名が多くの大学に散見されるようになった。これは「表現
文化学Jに携わる者にとって大変喜ばしい傾向である。それは近い将来に「表現
文化学J関連の学会の設立が切に求められるからである。「表現文化Jと聞くと、
学際的で、学問的な体系に疑問符が付され、「何をするところか分からなしリ学問
分野というイメージがあったが、それも徐々に払拭されつつあるようだ。私たちの
「表現文化学」教室はまだ産声を上げて間もない状態であるが、卒業生を輩出し
て5年、修了生を送り出して4年の歳月が経過した。教室としての体裁も徐々に整
いつつあり、将来を嘱望される若手の研究者も育って来てし、る。そこで、今回、表
現文化教室の研究誌『表現文化』を発行する運びになった。「表現文化Jコース
の慨要は大学のホームページを参照して頂くとして、表現文化コース設立の魅旨
を当時の書類の中から抜粋しておきたい。
従来の文化・芸術の研究は、主として創造主体の側、表現者の側を問
題にする研究が主流て*あったが、近年では、諸文化現象を、受け手の側
から、既成の文化領域の概念や、表現者の意図といった枠にとらわれない
視座から考察しようとする研究が盛んになってきた。本コースはこのような研
究動向をふまえて、個別的な文化を超えて、人間によって「表現されたも
の」としての文化現象に共通する構造を対象とする。すなわち、本コースで
は、人間の多様な表現形態に共通する原理や構造を学習、研究すること
をめざす。そして、 言語文化だけでなく、映像や舞台芸術、音楽、美術、
建築、生活空間などをも含んだ領域を対象として、文化の本質や機能等
に関する講義、演習科目を提供する。
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こうした教育・研究を通じて、諸文化を比較分析して理解を深めるととも
に、現代の文化状況に主体的かっ批判的に対応できる知性を備え、文化
の基礎理論からさまざまな文化表現形態の理解にまでおよぶ、文化理論
の総合的な知識を有した人材を養成する。そのために本コースでは、1.表
現文化に関わる諸課題の理論的研究、 2.多様化が進む文化現象の具体
的研究、 3表現文化の創造と伝達に関する比較研究、 4高度な外国語コ
ミュニケーション能力の開発、を行う。
ごの引用文は表現文化教室の基本的立場を示す貴重な資料のひとつであろう。
ゴシアの諺に「最初に焼くプリンはいつも因子」とし、うのがある。何事も最初は失敗
.sっきもので、ある、とし、う意味であるが、プリンとは厚手のクレープのことで、蜂蜜や
ジャム、或いは様々な具材を挟んで食べる美味しい食べ物を指している。具材の
多様性で言えば、表現文化学教室の特徴のひとつもその多様性にある。修了生、
卒業生の修論、卒論の題目一覧で明らかなように、表現文化教室に所属する院
主・学生諸君の関心は多岐にわたる。しかし、その根底にあるのは人間の営みで
ある様々な文化現象への真撃な閉し、かけであり、また、知性と感性をバランスよく
寄成せんとする人間性への熱き想いである、と言える。シベリアに住む人々はタイ
ゲ(針葉樹の密林地帯)を歩くときに、道しるべとして木に「刻み目」をつける習慣
があったそうである。道なき道を歩むときには、行く末、来し方を辿るためにも道標
が必要となろう。雑誌『表現文化』は表現文化教室のこれからの歴史を刻む「刻
み目 Jとして、また表現文化学教室の歩みを振り返るための「道標Jとしてその役
割を果たすことになるだろう。
浅間宣彦
大阪市立大学表現文化学教室のホームページ
http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/cpr/arts/ 
6 
